
平成31年3月2日(土)19:00～20:30
場所 : 多賀福祉会館・無料・予約不要

降ってわいた 光秀伝説 を やさしく解説

東京日本橋　滋賀アンテナショップ「ここ滋賀」での発表や
1 月 20 日　多賀町文化財センターでの「明智光秀近江出身伝説を発掘・発信しよう !」の
講座を聞きそびれた方に、かいつまんでお話しします。( 佐目出身　澤田順子 )

主催 : 多賀区・多賀区公民館　/ 連絡先 : 多賀福祉会館　TEL・FAX 0749-48-1850 　有線 2-2295

( 多賀町多賀 1438-1)



●　2 ～ 3 代前に六角高頼を頼って、美濃から佐目にやってきて、十兵衛光秀が生まれている。

●　多賀大社・敏満寺ゆかりの多賀氏・久徳氏など犬上衆は「昔の旧き好みにて」家臣ではない
　　のに、山崎の合戦に参戦している。( 久徳家重鎮四天王 小財・夏原・飯尾・小菅 / 土田 / 目賀田 )

●　多賀大社に本能寺の変 4 日後に出した多賀に手を出すなという「禁制」の文書が現存してる。

NHK は
・従来とはまったく異なる新しい解釈で英雄たちを描く
・大河ドラマの原点に戻り、戦国初期の群雄割拠の戦乱のなか、各地の英
傑たちが天下を狙って、命をかけ愛をかけ戦う、戦国のビギニングにして「一
大叙事詩」を描くらしい。

・私怨により本能寺で信長を討った謀反人のイメージを覆す、勇猛果敢か
つ理知的な天才・明智光秀。史料がほとんど残っていない 20 代の青春時
代から描写。
・謎めいた前半生に光があてられる

滋賀県は
・大河に向けて約 1 億円の予算を組み、既に多賀は地図に載っている。
・滋賀県にとっても、多賀は HOT な発見

佐目では
看板も何もないので、有志が集まり「十兵衛基金」の設立を企てている。


